
令和６年度（2024年度）
北海道福祉のまちづくり表彰 募集のご案内

道では北海道福祉のまちづくり条例を制定し、様々な障壁（バリア）が取り除かれること（フリ－）によ

り、障がいのある人もない人も、お年寄りも子どもも、だれもが住みよい地域社会づくりを道民全体で
進めていくことを目指しています。
このような取組を一層進めるため、３つの部門による表彰を実施します。

受賞者の皆さまにつきましては、道内４か所を巡る受賞者を紹介する展示会、
北海道庁１階道政広報コーナー及び各（総合）振興局でのパネル展、
北海道のホームページ等で広くご紹介させていただきます。

募集期間 令和６年４月25日（木）～ 令和６年６月24日（月）

所定の応募用紙に必要事項を記載し、写真、図面などを添付の上、郵送又は持参してしてください。
自薦、他薦は問いません。

なお、応募書類及び現地確認の際に収集した写真等は返却しませんが、
展示・ホームページ等に使用するほか、道民からの要望に応じ、公開することがあります。

応募用紙は、道のホームページからもダウンロードしていただけます。
（URL） https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/feg/machihyoushou/bosyuu.html

道内に所在する福祉的配慮に優れた公共的施設等（多数の方が利用する建築物（病院、スーパーマーケット、
ホテルなど）、公共交通機関の施設（駅舎等）及び車両など）で、令和３年（2021年）７月１日から令和６年（2024年）
６月30日までに完成したものです(道立施設は対象外)。

【事 例】 多機能トイレの整備、障がいのある人にも配慮した出入口や駐車スペースの確保
大きく見やすい案内標示など、だれもが利用しやすいように配慮された施設等

■ 建築物は、規模（床面積）により３つの区分に分けて審査を行います。

※   小規模な施設は、面積等の関係から
大規模な施設に比べて、整備が困難な
傾向にあるため区分しています。

障がいのある人・高齢者等の自立と社会参加を支援するために、道内で取り組まれている活動です。

道内において研究開発又は製作された、障がいのある人や高齢者等の自立支援や介助者の負担軽減を図るため
の用具（福祉用具、製品等）です。ただし、他者の知的所有権を侵害しないものに限ります。

応募方法

公共的施設部門

活動部門

福祉用具部門

表彰件数 ～ 各部門ごとに２件以内
・公 共 的 施 設 ～ 所有者（または管理者）と設計者を、それぞれ表彰します。
・活動、福祉用具 ～ 団体または個人を表彰します。

北海道福祉のまちづくり賞

大規模施設 ２，０００㎡以上

中規模施設 ５００㎡を超え、２，０００㎡未満

小規模施設 ５００㎡以下

（裏面もご覧ください）

応募方法の詳細は
こちらからご確認ください



■主 催 北海道
■後 援 札幌市、北海道福祉のまちづくり推進連絡協議会

これまで多くの個人や団体が受賞しています。
道のホームページに令和５年度の受賞者及び
過去の受賞者の事例集等を掲載していますので、是非ご覧ください。

○令和５年度の受賞者
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/feg/machihyoushou/jushousya.html

○過去の受賞者
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/feg/machihyoushou/kakojushousya.html

応募・問い合わせ先
〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 北海道保健福祉部福祉局地域福祉課企画調整係

TEL：011-231-4111（内線：25-613） FAX：011-232-4070
※ 札幌市内の施設・団体については、次の窓口でも応募を受け付けています。
〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市保健福祉局障がい保健福祉部障がい福祉課

TEL：011-211-2936 FAX：011-218-5181

・応募書類に基づいて選考を行います。
・必要に応じて、現地確認のほか、福祉用具については応募作品の

実物の提出を求める場合があります。

選考方法

「１０月23日（水）」（予定）に表彰式を開催します。
※ その他にも、北海道庁１階道政広報コーナー及び各（総合）振興局でのパネル展、

北海道福祉のまちづくり賞PR展示会、北海道のホームページ などを通じ、広く一般に紹介します。

表 彰 式

～ 令和５年度 受賞者のご紹介 ～

北海道福祉のまちづくり表彰 募集 検索

【視覚障がい者への思いから始まった、

昭和57年から続く音訳活動】

音訳グループ旭川本の会 （旭川市）

公共的施設部門

該当なし

福祉用具部門

これまでの受賞者は
こちらからご覧ください

（令和５年度） （過去）

【特別支援学級の生徒たちに自信をもたらす町内清掃活動】

札幌市立新川中学校５組（特別支援学級） （札幌市）

活動部門

【駅とつながる「吹奏楽のまち」にふさわしい

芸術と文化の交流プラザ】

遠軽町芸術文化交流プラザ （遠軽町）
所有者：遠軽町
設計者：石本・日本都市設計特定委託業務共同企業体

【多様な利用者を想定し、細やかな配慮のある、

共生型地域福祉拠点のお手本】

東開文化交流サロン （苫小牧市）
所有者：苫小牧市福祉部総合福祉課
設計者：株式会社渡辺建築設計 苫小牧本社

【車いす使用者目線で行う身近な環境
に関する調査・情報発信活動】

W.C.Walker（ダブリュ・シー・ウォーカー） （札幌市）

【だれもが住みよいまちづくりへの想いと心をつなぐタスキリレー】

ＲＵＮ伴（らんとも）北海道実行委員会 （函館市）

【「誰ひとり取り残さないまち函館」の実現を目指す、
市民の意識改革活動】

函館市女性会議 （函館市）


